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。
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３３ふれあい

▽
名
前
の
由
来
は
？

―
千
(た
く
さ
ん
)和
(平
和
、
和
む
)ち
ゃ
ん
は
、
沢
山
平
和
が
訪
れ
、
た
く
さ
ん
人
を

和
ま
せ
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
和
の
心
を
持
っ
た
お
し
と
や
か
な
女
の
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
。
晴
く
ん
は
、
晴

れ
渡
っ
た
青
空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
綺
麗
な

心
で
い
て
ほ
し
い
、
晴
れ
た
広
い
空
の
様

に
広
い
心
を
持
っ
た
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
で
名
付
け
ま
し
た
。

▽
普
段
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
千
和
ち
ゃ
ん
は
、
パ
ズ
ル
や
ス
ラ
イ
ム
や
お
化
粧
で
、
晴
く
ん
は
、
プ
ラ
レ
ー
ル
や

踏
切
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
？

―
千
和
ち
ゃ
ん
は
、
卵
焼
き
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
晴

く
ん
は
、
刻
ん
だ
ほ
う
れ
ん
草
と
ち
り
め
ん
を
入

れ
た
ひ
き
わ
り
納
豆
、
う
ま
い
棒
が
大
好
き
で
す
。

▽
成
長
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

―
使
い
方
を
教
え
て
い
な
い
の
に
ス
マ
ホ
の
触
り
方
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
操
作
を
し
て

い
る
時
や
２
人
で
け
ん
か
を
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
時
で
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
こ
れ
か
ら
も
４
人
で
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
こ
う
ね
。
二
人
は
私
達

の
宝
物
で
す
。

村山市土生田

早坂 千和
ち わ

ちゃん(５歳)

晴
はる

く ん(３歳)
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■(今月の表紙)元気にがんばってます
／お天気カレンダー ２

■地区別座談会 ／ ハウスさくらんぼ講習会３

■ＪＡみちのく村山合併30周年記念式典 ４

■ニュース展望台 ６

■女性部活動 ８

■｢ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール表彰式 ９

■第41回 農業高校生小論文コンクール 10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズル 12

■お知らせ掲示板 14

■家族で楽しむおいしい一皿
／おらえのめんごっこ 16
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▼
青
木
さ
ん
宅
の
農
業
は
？

青
木
さ
ん
宅
で
は
、
水
稲
100
㌃
と
か
ぼ

ち
ゃ
40
㌃
、
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
15
㌃
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
や
な
す
、

ピ
ー
マ
ン
な
ど
野
菜
は
、
道
の
駅
尾
花
沢

｢花
笠
の
里
ね
ま
る
｣に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

父
の
時
代
は
田
ん
ぼ
と
養
蚕
が
主
で
手

伝
い
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
務
員
を
退

職
後
、
桑
園
を
耕
し
妻
と
一
緒
に
野
菜
作

り
を
始
め
ま
し
た
。「
や
ま
が
た
地
鶏
」

も
育
て
て
い
て
、
大
石
田
町
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

納
得
の
い
く
美
味
し
い
も
の
が
で
き
た

時
、
そ
れ
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
農
業
の

魅
力
。
近
所
の
人
た
ち
に
お
す
そ
分
け
し

て
、
美
味
し
い
と
喜
ば
れ
た
時
は
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。

▼
元
気
の
秘
訣
や
楽
し
み
は
？

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
大
会
で
北
海
道
ま

で
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

元
気
が
続
く
限
り
農
業
は
続
け
て
、
二

人
で
ま
た
ハ
ワ
イ
に
行
き
た
い
で
す
。

▼
お
互
い
に
一
言

・
定
義
さ
ん
か
ら
直
子
さ
ん
へ

「
昨
年
金
婚
式
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
二
人
で
農
業
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
｣

・
直
子
さ
ん
か
ら
定
義
さ
ん
へ

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
二

人
一
緒
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

春なのに
４月といえばいろいろな花が咲き乱れ、寒さも

なくなり、春本番のイメージがあると思います。
ところが、近年の4月は昼間なら半袖でも過ごせ
るくらいの気温になる日が増えてきています。
例えば東京では､ここ数年４月の夏日(最高気温

が25度以上の日）が増えています。4月に夏日に
なった日数は2018年が９日で最も多い記録で、次
いで2024年の８日、2022年の７日となっています。
ソメイヨシノの開花も早まっていますが、初夏

の花であるツツジやフジも、4月に入ると早々に
咲きだすことが多くなりました。４月が春本番で

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

はなく、もう初夏になろうと
しています。昔ながらの気象
や季節の本を読むときは、少
し先のページを読まないと、
実際の気温や体感に合わない
かもしれません。
地球温暖化の影響もあり、

暑いと感じる期間が長くなっ
ています。満開の桜の向こう
にはすぐに初夏の気配が漂い
ます。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
来月のあなたの運勢 ４月占いコーナー モナ・カサンドラ

大石田町大浦

青木 定義
さだよし

さん(74歳)

直子
なおこ

さん(75歳)

組
合
員
の
意
見
を
事
業
運
営
に
反
映

〜
令
和
７
年
度
地
区
別
座
談
会
〜

▶
村
山
地
区
の
座
談
会

順調な生育
～ハウスさくらんぼ園地で講習会～

▲園地巡回時、ハウス内で行われた栽培講習会(三原勝氏の園地）

令
和
７
年
度
の
地
区
別
座
談
会

が
２
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

管
内
３
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
意
見
や
要
望
を
幅
広

く
聞
き
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
反

映
さ
せ
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
25
日
に
尾
花
沢
営
農
セ
ン

タ
ー
（
尾
花
沢
地
区
）
と
大
石
田

営
農
セ
ン
タ
ー
（
大
石
田
地
区
）、

26
日
に
本
店
（
村
山
地
区
）
で
開

か
れ
、
３
地
区
合
わ
せ
て
145
人
の

組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
地
区
別
座
談
会
時
だ
け

で
な
く
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら

様
々
な
機
会
で
頂
い
た
ご
意
見
、

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
十
分
な

検
討
を
重
ね
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業

運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
村
山
営
農

セ
ン
タ
ー
村
山
さ
く
ら
ん
ぼ
加
温

ハ
ウ
ス
研
究
会
（
井
澤
健
司
会
長
、

13
人
）
で
は
２
月
10
日
と
24
日
に

園
地
を
巡
回
し
ま
し
た
。

良
質
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
生
産
、

出
荷
す
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い

て
、
花
を
咲
か
せ
た
ハ
ウ
ス
内
の

さ
く
ら
ん
ぼ
の
生
育
状
況
や
樹
勢

管
理
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
１
月
下
旬
か
ら
の
強
い

寒
気
の
影
響
で
降
雪
が
増
え
、
温

度
管
理
や
施
設
管
理
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
た
。

10
日
は
、
村
山
市
大
久
保
の
三

原
勝
氏
の
ハ
ウ
ス
を
巡
回
。
受
粉

作
業
も
最
盛
期
を
迎
え
順
調
に
生

育
し
て
い
て
、
北
村
山
農
業
技
術

普
及
課
の
荒
澤
直
樹
シ
ニ
ア
専
門

員
に
よ
る
栽
培
講
習
会
も
開
か
れ

ま
し
た
。
特
に
開
花
期
は
高
温
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
、
３
月

下
旬
の
出
荷
に
向
け
今
後
の
栽
培

管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

▲座談会であいさつする三浦組合長

▶
尾
花
沢
地
区
の
座
談
会

▶
大
石
田
地
区
の
座
談
会



牡羊座

当選者決定当選者決定

750
人
が
出
席
︒
農
業
・
地
域
振
興
誓
う

750
人
が
出
席
︒
農
業
・
地
域
振
興
誓
う

▲式辞を述べる三浦組合長

∼記念式典参加者限定大抽選会∼∼記念式典参加者限定大抽選会∼



山形県農産物検査技術向上協議会は１月29日、山
形市の協同の杜「ＪＡ研修所」で農産物鑑定大会を
開き、当ＪＡ大石田営農センター勤務の伊藤祐司さ
んが優勝しました。

良品質生産へ基礎学ぶ良品質生産へ基礎学ぶ
～りんごのせん定講習会～～りんごのせん定講習会～

村山営農センターりんご生産部は２月10日、戸沢
地区の片桐和美さんと同生産部の青柳篤部長の園地
でせん定講習会を開きました。
片桐さんの園地には生産者ら15人が参加。講師に、

優れたせん定技術を持つ東根市の小関晃さんを迎え、
せん定の重要性を学びました。この時期に毎年行っ
ていて、小関さんは「せん定は収量、品質を大きく
左右する大切な作業。自分の園地の状態を把握しせ
ん定することが重要」と話をしました。
参加者は、安定した花芽を作り、おいしいりんご

になる条件を考えせん定することの大切さを学びま
した。

６７ 蟹 座
6/22～7/22

【全体運】頭の痛いことが多いとき。全体的に縮小の方向で考えてみましょう。手を広げないのが収拾のコツ。買い物は早めに
【健康運】無理は禁物。軽いストレッチで柔軟性を保って 【幸運の食べ物】ナバナ

双子座
5/21～6/21

【全体運】失敗しても挽回できます。慌てずに対処しましょう。友人は良いアドバイスをくれるので話に耳を傾けて
【健康運】肩凝りは早めにケアを。スマホの見過ぎに注意 【幸運の食べ物】根ミツバ

村山営農センターきゅうり生産部（松田康部長）
の冬季研修会が２月24日、ＪＡ本店で開かれ、生産
者ら20人が出席しました。
講師に、株式会社生科研営業部推進一課の田邊俊
雄課長と営業部推進一課中嶋農法推進室の武田和也
氏を迎え、土壌分析結果に伴う施肥設計など土づく
りの重要性について学びました。生産者には個人の
土壌分析の結果が配布され、結果表の見方や良品質
生産のための土壌改善のポイントについて話しまし
た。
根張りに効果を発揮する肥料や葉面散布肥料など
が紹介され、生産者らは、今年のきゅうりづくりに
役立てようと真剣に話を聞いていました。

ＪＡみちのく村山牛枝肉研究会が２月16日、山形
市の(株)山形県食肉公社で開かれました。第１部、
第２部合わせて黒毛和種雌牛38頭が出品され、東海
林和博さんが肥育した牛が最高位の「肉用牛部会長
賞」に輝きました。副部会長賞には、片倉雄一さん
と黒山誠悦さんが選ばれました。
肥育牛の肉質向上と、管内肉用牛事業の振興と活
性化を図ることを目的に開催されたもので、肉質・
脂質・霜降りの度合いなどを慎重に審査しました。

おばね産直館「はいっと」の合併30周年記念セー
ルとＪＡグリーンおおいしだ冬の大感謝祭が２月13
日に開かれました。
はいっとでは、尾花沢牛消費拡大セールが開かれ、
焼肉セットやすき焼き用などの牛肉を特価で提供。
ＪＡグリーンおおいしだでは冬物商品全品10％OFF。
「産直つなぎ」がウルイやホウレンソウ、小松菜、
ネギなどの新鮮野菜を販売しました。
両会場とも、寒い中にもかかわらず多くのお客様
が来店し買い求めていました。

◀
特
産
牛
肉
を
特
別
価
格
で

提
供
（
は
い
っ
と
）

▲せん定の技術を学ぶ生産者

ＪＡみちのく村山営農法人協議会は２月18日、Ｊ
Ａ本店で令和７年度の通常総会を開きました。
協議会に加盟している11団体の代表やメンバー、

ＪＡの職員ら16人が出席。令和７年度の事業報告、
令和８年度の事業計画について審議され、満場の拍
手で承認されました。役員改選では、会長に村山市
の農事組合法人和久楽の笹原喜幸代表理事、副会長
に尾花沢市の粟生農事組合法人の遠藤順一代表理事
が再任されました。
総会に先立ち、担い手支援に係る補助事業の説明

会がWEBで行われ、東北農政局の担当者が、生産
方式革新実施計画の申請や転換加速化総合対策事業、
加速化総合対策事業について説明し、活発に意見交
換が行われました。
▶
再
任
さ
れ
た
笹
原
会
長
(右
)と
遠
藤
副
会
長

▶
部
会
長
賞
に
輝
い
た
東
海
林
和
博
さ
ん
の

ご
子
息
の
東
海
林
篤
志
さ
ん

伊藤さんが優勝伊藤さんが優勝
～農産物鑑定大会～～農産物鑑定大会～

▲優勝した大石田営農センターの
伊藤さん

農産物検査の
信頼性・公平性
の確保と検査技
術の維持・向上
を図ることを目
的に開かれたも
ので、優勝した
伊藤さんは、２
月20日に開かれ
たＪＡグループ
全国鑑定大会に
出場しました。

情報交換で作物の高品位生産目指す情報交換で作物の高品位生産目指す
～営農法人協議会総会～～営農法人協議会総会～

東海林和博さんが部会長賞東海林和博さんが部会長賞
～みちのく村山牛枝肉研究会～～みちのく村山牛枝肉研究会～

はいっと､ＪＡグリーンおおいしだはいっと､ＪＡグリーンおおいしだ
で売り出しで売り出し

▶
土
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
講
習
会

村山産業高校､市､ＪＡが連携村山産業高校､市､ＪＡが連携
～農業ＤＸ推進協定締結～～農業ＤＸ推進協定締結～

村
山
産
業
高
校
、
村
山
市
、
Ｊ

Ａ
み
ち
の
く
村
山
、
(株
)み
ち
の

く
サ
ー
ビ
ス
の
４
者
は
２
月
16
日
、

農
業
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
(Ｄ
Ｘ
)推
進
と
教
育

の
充
実
に
向
け
た
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
地
域
農

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
先
端

技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

へ
の
転
換
が
不
可
欠
。
村
山
産
業

高
校
は
、
文
部
科
学
省
の
「
高
等

学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業
（
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）」
に
採
択
さ

れ
２
年
目
。
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
学
ぶ
生
徒
と
行
政
、
Ｊ
Ａ
が

持
つ
現
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
し
、

次
世
代
の
農
業
人
材
育
成
と
地
域

農
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
選
ば
れ

た
学
校
が
、
産
学
官
連
携
で
協
定

を
結
ぶ
の
は
県
内
で
は
初
め
て
。

協
定
に
基
づ
き
同
校
は
、
最
新
技

術
を
活
用
し
た
農
業
デ
ー
タ
の
解

析
と
探
究
活
動
を
通
じ
地
域
課
題

解
決
策
を
提
案
し
、
Ｊ
Ａ
、
み
ち

の
く
サ
ー
ビ
ス
は
営
農
指
導
に
デ

ー
タ
を
活
用
す
る
ほ
か
、
生
徒
の

実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
実
践

的
な
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

▲４者が農業ＤＸ推進に関する協定を結んだ締結式（右から
志布隆夫村山市長、坂井孝朗校長、三浦康彦組合長、みち
のくサービス三宅宏常務）

土づくりを学ぶ土づくりを学ぶ
～村山営農センターきゅうり生産部～～村山営農センターきゅうり生産部～

▶
売
り
出
し
イ
ベ
ン
ト
で
買
い

物
を
楽
し
む
来
場
者
（
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
お
お
い
し
だ
）



８９ 乙女座
8/23∼9/22

【全体運】運勢は緩やかに上昇。外出するのに良いときです。時間をつくって出かけましょう。気分転換で作業効率もアップ！

【健康運】サポーターを使うなど予防策を講じて安泰 【幸運の食べ物】サヤエンドウ
獅子座
7/23∼8/22

【全体運】勢いがあります。思うままにやってみましょう。足りない部分は後付けでOK。丁寧なフォローで丸く収まるはず

【健康運】不調は自然と回復。運動量を増やしてGO！ 【幸運の食べ物】アスパラガス
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❶潮干狩りでよくとれる二枚貝
❸ガソリンは――性の高い液体です
❻海に浮かべて目印にします
❼ゴロゴロゴロ…ピカッ！
❽工事が終わり建物が完成するこ
と

10相撲を取る人のこと
14連載ではありません
16伊勢神宮は――と外宮に分かれ
ています

18白神山地を象徴する木
19トランプのJ、Q、Kのこと
20唱歌｢春の小川｣に出てくる花

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

19

20

16

17

18

13

14

15

10

11

12

８

９

６

７

１

２

３

４

５

➡ ヨコのカギ
❶ナノハナと呼ばれることもあり
ます

❷――は流流仕上げを御覧じろ
❸若いメンドリが生んだものには
二つ入っていることも

❹桜が咲く時期ならではのレジャー
❺竿や糸、針を使って楽しみます
❼津軽、関門、ドーバーといえば
❾セロリやミツバは――科の野菜
です

11うわ、服にコーヒーの――がつ
いちゃった

12北口榛花選手の専門種目
13お金を入れます。春に買うと
｢お金で張る｣から縁起がいいそ
うです

15――転換しようと散歩に出た
16田植えに向けて育てます
17酔っぱらって巻く人もいます

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

⬇ タテのカギ

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の10名の方が
当選しました。おめでとうございます。

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により｢みちのくぼいす｣
に掲載されないこともあります。
•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場
合も、パズルは抽選対象になります。
•当選発表を『ふれあい』４月号で行
います。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…02 3 7 - 5 5 - 5 8 2 5
◆応募締め切り ３月23日(月)

※ 当日消印有効 ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入してください

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意ください！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号 ◎すてきなプレゼント

•ホワイトバスター さん(大石田町)
•ハルくん大変ですう～ さん(村山市）
•笑顔大好きばあば さん(尾花沢市）
•隊長 さん(大石田町) •これこればあさん さん(尾花沢市)

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

◎合併30周年記念特別プレゼント(QUOカード・3,000円）
•チコちゃんにごしゃがれる さん(村山市)
•スガッチ さん(村山市) •ペンギン さん(尾花沢市)
•きょうちゃん さん(村山市) •めいさや さん(尾花沢市)

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢春
と
言
え
ば
…
｣で
す
。

各
地
で
春
の
便
り
が
ち
ら
ほ
ら
。

農
作
業
、
卒
業
、
入
学
、
新
社
会
人
、

草
花
、
食
べ
物
な
ど
、
み
な
さ
ん
が

春
を
感
じ
る
も
の
、
春
だ
な
と
思
う

こ
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
冬
を
振
り
返
っ
て
」

今
年
は
雪
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
て

心
が
痛
み
ま
し
た
。
村
山
は
思
っ
た
よ
り

少
な
く
、
ハ
ウ
ス
の
雪
投
げ
も
楽
で
助
か

り
ま
し
た
。
雪
の
な
い
所
で
生
活
し
て
い

る
孫
は
、
夏
か
ら
「
バ
ア
バ
、
い
つ
雪
降

る
の
？
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

正
月
は
伝
承
館
の
隣
の
ス
キ
ー
場
に
そ
り

乗
り
に
連
れ
て
行
き
大
満
足
。
庭
で
従
姉

妹
と
雪
合
戦
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
私
た
ち

は
雪
が
少
な
い
方
が
う
れ
し
い
の
で
す
が
、

複
雑
な
気
持
ち
で
す
。
一
方
で
は
、
水
不

足
で
野
菜
が
枯
れ
て
出
荷
で
き
な
い
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
と
、
平
均
に
雪
、
雨
が
降
っ

て
く
れ
た
ら
な
ぁ
〜
と
思
い
ま
す
。

(村
山
市
／
村
山
の
バ
ア
バ
さ
ん
)

テ
ー
マ
大
賞

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

ら
な
ど
、
田
舎
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を
与
え
た
じ

い
じ
。
隣
家
と
離
れ
て
い
る
の
で
、
畑
付
き
の
広

い
土
地
で
雪
遊
び
を
楽
し
み
、
子
供
夫
婦
も
一
緒

に
楽
し
め
て
嬉
し
い
と
遊
ん
で
い
き
ま
す
。
ば
あ

ば
は
郷
土
料
理
で
お
も
て
な
し
。
山
菜
も
の
は
珍

し
い
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
雪
は
多
く
降
っ
て
も

大
変
で
す
が
、
思
い
出
作
り
は
楽
し
み
で
す
。

(村
山
市
／
さ
く
ら
マ
マ
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
、
昨
年
よ
り
少
な
い
雪
で
終
わ
り

そ
う
で
す
。
雪
が
少
な
い
分
強
制
労
働
で
あ
る
除

雪
作
業
も
少
な
く
、
運
動
不
足
か
も
？
同
じ
｢不

足
｣で
も
｢水
不
足
｣と
な
ら
な
い
春
を
迎
え
た
い

も
の
で
す
。

（
村
山
市
／
馬
耳
春
風
さ
ん
)

降
っ
て
は
解
け
て
い
た
雪
が
新
年
の
幕
開
け
と

共
に
連
日
降
り
積
も
り
、
一
日
中
除
雪
を
し
て
も

追
い
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
少
雪
で
あ
っ
て
ほ

し
い
願
い
も
届
か
ず
、
や
っ
ぱ
り
今
年
も
“お
ば

ね
”の
冬
は
豪
雪
、
厳
寒
で
高
齢
者
は
心
身
に
堪

え
ま
す
。
雪
を
味
方
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
若
い

頃
に
戻
り
た
く
な
り
ま
す
。
自
然
豊
か
で
住
む
に

は
良
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
少
雪
で
あ
っ
た
ら
な
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

今
年
は
雪
下
ろ
し
を
し
な
く
て
済
み
そ
う
で
す
。

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

毎
日
毎
日
実
家
の
雪
か
た
ず
け
を
し
ま
し
た
。

大
変
や
ら
、
生
き
甲
斐
だ
っ
た
り
、
う
れ
し
か
っ

た
り
微
妙
な
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ

う
。

(村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
、
雪
が
例
年
よ
り
少
な
く
助
か
り

ま
し
た
。
家
族
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
な
く
、

大
雪
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

（
村
山
市
／
太
郎
の
マ
マ
さ
ん
)

何
年
か
前
の
こ
と
で
す
が
、
主
人
が
ヘ
ル
ニ
ア

で
入
院
中
、
お
じ
い
さ
ん
と
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

し
て
碁
点
に
排
雪
し
て
い
ま
し
た
。
２
階
の
屋
根

の
雪
を
１
階
の
屋
根
に
下
ろ
し
て
い
る
時
、
お
じ

い
さ
ん
が
雪
と
一
緒
に
落
ち
て
き
て
「
携
帯
ど
こ

に
い
っ
た
」。
ケ
ガ
し
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
が

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

(村
山
市
／
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
の
積
雪
量
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
ま
で
積
雪
量
が
多
く
雪

下
ろ
し
を
業
者
に
頼
み
ま
し
た
。

(村
山
市
／
98
歳
の
男
さ
ん
)

思
っ
た
よ
り
雪
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
村
山
市
よ
り
北
で
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
。

天
気
予
報
で
は
か
な
り
降
り
積
も
る
予
報
で
し
た

の
で
覚
悟
は
し
て
ま
し
た
。
一
方
、
太
平
洋
側
で

は
降
水
量
が
少
な
い
よ
う
で
、
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
ね
。

(村
山
市
／
み
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

こ
の
冬
は
珍
し
く
風
邪
を
引
か
ず
に
過
ご
せ
ま

し
た
。
寝
る
時
、
一
枚
着
る
も
の
を
増
や
し
た

の
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

(村
山
市
／
あ
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

毎
日
雪
降
り
で
も
う
大
変
で
す
。
春
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
こ
れ
こ
れ
ば
あ
さ
ん
さ
ん
)

大
寒
の
時
は
寒
だ
ら
汁
で
雪
片
付
け
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。(村
山
市
／
シ
バ
ト
ラ
さ
ん
)

私
た
ち
Ａ
Ｋ
Ｂ
（
明
る
く
健
康
な
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
）
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
100
歳
体
操
で

汗
を
流
し
た
後
、「
鉄
び
ん
の
蓋
ち
ん
ち
ん
と

毛
糸
編
む
」
こ
ん
な
暮
し
の
昭
和
の
時
代
を
懐

か
し
み
、
話
に
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

(村
山
市
／
Ａ
Ｋ
Ｂ
さ
ん
)

新
し
い
除
雪
機
の
せ
い
か
、
雪
が
少
な
か
っ

た
の
か
、
い
つ
も
よ
り
は
過
ご
し
や
す
い
冬
で

し
た
。
と
に
か
く
年
な
の
で
体
が
毎
回
痛
く
て

…
。
春
ら
し
い
気
温
で
早
く
春
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
（
村
山
市
／
Ｇ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
雪
が
降
っ
て
は
解
け
の
繰
り
返

し
。
な
ん
て
優
し
い
冬
な
ん
で
し
ょ
う
。
お
陰

様
で
私
の
体
は
す
っ
か
り
雪
だ
る
ま
。
中
々
解

け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

(村
山
市
／
頑
固
な
雪
だ
る
ま
さ
ん
)

私
の
冬
仕
事
は
雪
払
い
と
決
め
て
い
る
の
で
、

雪
が
降
り
続
い
て
も
苦
痛
に
は
思
い
ま
せ
ん
。

今
年
は
少
な
か
っ
た
分
運
動
不
足
で
し
た
。

(村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

今
年
の
１
月
は
雪
が
多
く
て
本
当
に
大
変
で

し
た
。
毎
日
降
り
っ
ぱ
な
し
で
雪
が
溶
け
る
時

間
帯
が
な
く
、
朝
昼
晩
汗
ダ
ラ
ダ
ラ
に
な
り
な

が
ら
雪
か
き
し
た
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
大
石
田
町
／
隊
長
さ
ん
)

去
年
よ
り
雪
降
ら
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
村
山
市
／
山
形
大
好
き
さ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ

た
お
か
げ
で
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
大
石
田
町
／
ギ
ッ
ト
ロ
さ
ん
)

毎
朝
夕
雪
が
降
る
の
で
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
音

と
同
時
に
目
が
覚
め
、
川
よ
り
水
を
上
げ
一
日

中
流
し
ま
し
た
。
業
者
の
方
に
お
願
い
し
て
家

の
周
り
を
払
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
や
っ
と
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

(尾
花
沢
市
／
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
む
す
め
さ
ん
)

雪
が
少
な
く
て
助
か
り
ま
し
た
。
１
月
に
主

人
が
手
術
を
し
ま
し
て
、
力
仕
事
が
し
ば
ら
く

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
い
つ
も
な
ら
毎
日
の

よ
う
に
除
雪
の
仕
事
で
し
た
か
ら
…
。

(村
山
市
／
ハ
ル
く
ん
大
変
で
す
う
〜
さ
ん
)

今
年
は
雪
が
多
く
て
大
変
疲
れ
ま
し
た
。
流

雪
溝
が
あ
り
流
せ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
時
間
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
競
争
の
よ
う
に
片
づ
け
ま
す
。

(大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
さ
ん
)

山
間
の
集
落
に
行
く
と
玄
関
前
が
雪
で
埋
ま
り
、

屋
根
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
空
き
家
が
多
く
目

立
ち
ま
し
た
。
夏
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
冬

に
な
っ
て
改
め
て
わ
か
り
、
空
き
家
問
題
の
深
刻

さ
に
触
れ
ま
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

今
年
は
｢寒
九
｣に
雨
が
降
っ
た
の
で
「
豊
作
に

な
る
」
と
昔
か
ら
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で
す
。

今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

（
大
石
田
町
／
ゼ
ン
チ
ャ
ン
さ
ん
)

今
年
の
正
月
は
寒
さ
が
す
ご
か
っ
た
。
毎
日
雪

か
き
を
し
て
ポ
カ
ポ
カ
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
、

今
は
五
輪
を
見
な
が
ら
冬
を
の
り
き
り
ま
す
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
楽
し
み
で
す
。

(村
山
市
／
４
人
の
孫
が
大
好
き
な
じ
い
じ
い
さ
ん
)

年
の
瀬
の
朝
、
と
て
も
凍
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

転
び
、
細
い
と
こ
ろ
の
肋
骨
が
４
本
折
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
痛
み
止
め
と
湿
布
の
シ
ー
ズ
ン
で
し

た
。
つ
く
づ
く
情
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
石
田
町
／
彩
里
ば
あ
さ
ん
さ
ん
)

こ
の
冬
は
一
気
に
降
り
続
い
た
雪
が
大
変
で
し

た
。
何
日
も
降
り
続
い
て
女
一
人
だ
け
に
な
る
と

住
め
な
い
所
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
太
平

洋
側
は
水
不
足
、
日
本
海
側
は
大
雪
、
列
島
を
二

分
す
る
よ
う
な
昨
今
で
す
。
今
年
も
農
家
は
天
候

に
左
右
さ
れ
る
作
物
作
り
に
な
る
の
か
不
安
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

(大
石
田
町
／
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド
さ
ん
)

長
い
長
い
冬
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
、
す
っ
か
り
春
め
い
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
や
は
り
雪
は
い
や
だ
な
ぁ

〜
。

（
大
石
田
町
／
ひ
つ
じ
さ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
一
時
期
雪
が
降
り
続
き
、
屋
根
に

１
㍍
以
上
積
も
り
ま
し
た
。
雪
下
ろ
し
を
頑
張
り

ま
し
た
が
、
寒
さ
の
せ
い
か
積
雪
の
下
半
分
が
と

て
も
固
く
、
軒
先
の
雪
を
降
ろ
す
の
が
大
変
で
し

た
。
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。

（
大
石
田
町
／
ホ
ワ
イ
ト
バ
ス
タ
ー
さ
ん
)

今
ま
で
２
市
１
町
は
そ
れ
ほ
ど
雪
の
量
は
変
わ

り
な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
村
山
は
少
雪
、
尾
花

沢
、
大
石
田
は
大
雪
で
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

月
山
に
あ
た
る
風
が
新
潟
の
方
か
ら
の
風
だ
と
こ

の
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
ね
。

（
村
山
市
／
ツ
ウ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

冬
は
冷
え
込
み
で
体
温
調
節
が
衰
え
や
す
く
肌

も
乾
燥
す
る
の
で
、
寒
さ
予
防
と
し
て
、
い
ろ
ん

な
温
泉
の
泉
質
を
調
べ
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。
（
村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
、
尾
花
沢
は
大
雪
で
よ
く
電
車
が

止
ま
り
、
通
学
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
雪
が
降
る
か
ら
す
い
か
等
の
お
い
し
い
物
が

で
き
る
と
分
か
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
家
族
は

除
雪
が
大
変
そ
う
で
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
モ
ン
テ
大
好
き
Ｊ
Ｋ
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
毎
日
雪
が
降
り
続
き
、
い
つ
止
む

の
か
と
い
う
思
い
で
雪
片
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
思
う
と
う
れ

し
い
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
春
待
ち
ば
あ
さ
ん
さ
ん
)

冬
は
散
歩
も
し
な
い
し
、
今
年
は
雪
か
き
も
少

な
か
っ
た
の
で
太
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
健
康
や

体
調
に
も
良
く
な
い
し
、
足
腰
に
も
負
担
が
か
か

る
の
で
反
省
の
日
々
で
す
。
虫
た
ち
も
地
上
に
出

て
く
る
頃
な
の
で
、
私
も
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

外
に
出
て
体
を
慣
ら
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
友
達
と
食
事
会
を
た
く
さ
ん
出
来

た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
忙
し
く
て
あ
ま
り
会
え

な
か
っ
た
し
、
お
茶
も
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
今

年
は
温
泉
に
も
多
く
行
け
た
し
、
ラ
ン
チ
も
か
な

り
多
く
出
来
た
の
で
と
て
も
楽
し
い
冬
に
な
り
ま

し
た
。
春
か
ら
ま
た
農
作
業
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

今
年
は
雪
も
少
な
く
明
る
い
気
分
で
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
思
い
き
や
、
年
明
け

と
と
も
に
や
っ
て
き
た
の
は
さ
す
が
雪
国
、
あ
っ

と
い
う
間
に
豪
雪
地
帯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
今
年
の
冬
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
降
り

し
き
る
雪
の
中
、
除
雪
で
で
き
た
家
の
前
の
雪
山

で
満
面
の
笑
み
で
ソ
リ
遊
び
を
し
て
は
し
ゃ
ぐ
３

歳
の
孫
の
姿
を
見
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を

感
じ
て
い
る
ば
あ
ば
が
い
ま
し
た
。

（
尾
花
沢
市
／
笑
顔
大
好
き
ば
あ
ば
さ
ん
)

山
形
に
来
て
32
年
。
す
ご
く
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

寒
さ
に
も
慣
れ
、
も
う
す
ぐ
結
婚
57
年
に
な
り
ま

す
。
冬
は
鍋
物
が
大
好
き
で
す
。
毎
日
夜
、
酒
を

飲
ん
で
み
そ
汁
か
わ
り
に
水
炊
き
、
キ
ム
チ
鍋
、

豚
汁
と
か
、
そ
の
日
の
寒
さ
で
い
ろ
い
ろ
作
り
ま

す
。

（
村
山
市
／
柴
田
の
た
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

寒
い
冬
は
温
泉
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
温

泉
に
入
り
、
窓
か
ら
見
え
る
雪
景
色
を
見
て
い
る

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
時
で

す
。

（
尾
花
沢
市
／
お
茶
々
さ
ん
)

今
年
の
冬
は
大
寒
波
で
何
回
も
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
で
運
転
も
怖
か
っ
た
で
す
。
除
雪
も
平
年
以
上

に
大
変
で
し
た
。
で
も
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え

て
春
に
な
る
か
ら
こ
そ
草
花
や
作
物
の
芽
吹
き
が

う
れ
し
く
感
じ
ま
す
ね

雪
が
溶
け
地
下
水
に
な

り
ま
た
井
戸
水
や
川
に
な
り
作
物
に
与
え
る
水
に

な
る
自
然
の
巡
回
と
恵
み
に
感
謝
で
す
。
土
が
見

え
る
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

(尾
花
沢
市
／
こ
う
め
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

去
年
子
供
が
増
え
て
今
年
も
娘
た
ち
と
た
く
さ

ん
雪
遊
び
し
ま
し
た
。
ソ
リ
滑
り
が
大
好
き
な
娘

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

（
村
山
市
／
た
ろ
い
も
さ
ん
)

年
末
に
孫
た
ち
が
来
る
か
ら
と
雪
像
の
よ
う
に

大
き
な
山
形
新
幹
線
や
大
き
な
滑
り
台
や
か
ま
く

窓
に
雪

ひ
孫
見
舞
い
の
制
服
姿

爺
じ
涙

※
病
室
に
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
ひ
孫
の
学
生
服
姿
を
見
て
、
自
分
の
老
い
と
ひ
孫
の
成
長
が

重
な
り
泣
き
た
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

(村
山
市
／
虎
ち
ゃ
ん
の
婆
さ
ん
)

深
々
と

見
る
間
に
積
る
降
る
雪
に

我
の
定
め
と
雪
に
挑
め
る

※
今
年
の
冬
は
最
強
最
長
寒
波
に
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
雪
が
降
り
ま
し
た
。
一
日
何
回
も
雪
か

き
を
す
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
雪
国
に
生
ま
れ
た
者
の
定
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ

レ
ン
タ
イ
ン
が
過
ぎ
る
と
春
は
近
し
と
感
じ
ま
す
。

（
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

新
雪
に

三
種
の
あ
と

か
く
れ
ん
ぼ

（
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
）

除
雪
中

冬
眠
中
の

つ
く
し
あ
り

（
村
山
市
／
Ｇ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

水
ぬ
る
み

早
く
芽
を
出
せ

ね
こ
や
な
ぎ

※
白
く
ふ
わ
ふ
わ
の
猫
柳
の
側
を
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
小
川
を
想
像
す
る
と
、
心
も
ぬ
る
み

ま
す
。

（
村
山
市
／
馬
耳
春
風
さ
ん
)

射手座
11/23～12/21

【全体運】上昇運です。最初はスムーズさを欠いても挽回できます。説明書はきちんと読んで。非常持ち出し袋は中身を点検
【健康運】好転の兆し。体を動かせばさらに元気に 【幸運の食べ物】カブ

山羊座
12/22～1/19

【全体運】困り事はあるものの助けてくれる人もいるとき。相談するなら早めに。家族とはよく会話を。すれ違いを防げます
【健康運】けがややけどに気を付けて。毎日の散歩が◎ 【幸運の食べ物】イチゴ
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